
第 93 号令和 6年 6月 12 日 会 報 お か や ま

（ 1 ）

発 行 所
岡山県小学校長会
代 表 者  小 川 泰 永

校 長 会 事 務 局
岡山市北区丸の内1-2-12
TEL（086）222-4314
FAX（086）222-4307

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
の
県
の
校
長
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
は
、
コ
ロ
ナ
明
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
髙

尾
前
会
長
は
「
次
の
一
歩
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
「
次
の
世
代
の
た
め
に
」
何
が
で
き

る
の
か
を
、
県
内
の
校
長
先
生
方
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
「
対
話
と
共
感
」
と
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
県
小
学
校
長
会
の
目
的
は
大
き
く
二

つ
。
「
教
育
に
関
わ
る
諸
条
件
の
整
備
・
充
実

の
た
め
の
活
動
」
と
「
校
長
と
し
て
の
学
校
経

営
力
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
で
す
。
「
多
様
な

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
変
化
を
乗

り
越
え
、
豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
く
、
持
続
可

能
な
社
会
の
創
造
者
」
と
な
る
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
そ
し
て
、
次
の

世
代
を
担
う
我
々
の
後
輩
の
校
長
先
生
方
の
た

め
に
も
、
県
内
す
べ
て
の
校
長
先
生
方
と
「
対

話
と
共
感
」
に
よ
る
校
長
会
運
営
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
末
を
も
っ
て
退
会
い
た
し
ま

し
た
六
十
名
を
代
表
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

人
に
よ
っ
て
長
短
が
あ
り
、
ま
た
景
色
も

違
っ
た
道
の
り
を
経
て
、
こ
の
度
、
私
た
ち
は

県
小
学
校
長
会
を
退
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
小

学
校
教
育
の
充
実
と
推
進
を
目
指
し
て
、
日
々

努
力
し
て
き
た
つ
も
り
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す

が
、
お
そ
ら
く
順
風
満
帆
な
道
の
り
だ
っ
た
者

は
誰
一
人
お
ら
ず
、
試
行
錯
誤
や
悪
戦
苦
闘
の

毎
日
を
積
み
重
ね
て
き
た
者
ば
か
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
私
た
ち
が
、
胸
を
張
っ

て
退
会
の
日
を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
県
小
学
校
長
会
の
方
々
を
は
じ
め
、
先

輩
や
同
僚
、
教
育
委
員
会
の
方
々
、
地
域
や
保

護
者
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
お
か
げ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
教
職
人
生
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
誰
一
人
と
し

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
の
中
で
、
校
長

に
は
適
切
な
舵
取
り
と
決
断
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
必
ず
し
も
「
負

の
遺
産
」
ば
か
り
を
残
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

「
働
き
方
改
革
」
の
波
と
も
相
ま
っ
て
、
本
来

の
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
や
学
校
の
あ
る
べ
き
姿

の
確
認
と
整
理
と
を
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
も
前
進
で
き
た

の
は
、
何
よ
り
「
職
能
の
向
上
に
努
め
小
学
校

教
育
の
振
興
を
図
る
」
と
い
う
小
学
校
長
会

の
大
き
な
使
命
の
下
、
一
人
一
人
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
き
た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
そ
の
支
え
と
な
っ
た
の
は
小
学

校
長
会
の
重
要
な
機
能
の
一
つ
で
あ
る
「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
学
校
経
営
の
責
任
者
と
し
て
の

自
覚
と
強
い
連
帯
感
を
も
ち
、
い
か
な
る
困
難

に
対
し
て
も
「
次
の
一
歩
」
を
刻
む
こ
と
の
で

き
る
小
学
校
長
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
今
後
の

ご
活
躍
と
、
県
小
学
校
長
会
の
益
々
の
飛
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
次
の
一
歩
」
を
後
進
に
託
し
て

　
　

岡
山
県
小
学
校
長
会

前
会
長　

髙　

尾　

敏　

也

　

今
年
度
、
岡
山
県
小
学
校
長
会
の
会
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

岡
山
市
立
福
田
小
学
校
の
小
川
泰
永
と
申
し

ま
す
。
大
役
を
引
き
受
け
、
責
任
の
重
さ
を

今
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
に
は
、
歴
代
の
県
小
学
校
長
会
の
会
長
を

は
じ
め
、
諸
先
輩
方
の
よ
う
な
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
や
人
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
が
あ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
目
を
見
張
る
よ
う

な
実
績
や
過
去
も
あ
り
ま
せ
ん
。
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
小
学
校
長
会
を
支

え
て
く
だ
さ
る
役
員
や
理
事
の
方
、
ま
た
、
県

内
に
は
私
を
含
め
三
百
六
十
二
名
の
校
長
と
い

う
仲
間
が
い
る
と
思
い
ま
す
と
、
会
長
と
い
う

大
役
も
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
と

前
向
き
に
も
な
れ
ま
す
。
私
一
人
の
力
は
微
力

で
も
、
多
く
の
会
員
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
力
で
そ
の
職
責
を
果

た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
を
見
て
み
ま

す
と
、
私
た
ち
の
目
の
前
に
は
、
多
く
の
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
講
師
不
足
を
含
ん
だ
教

職
員
の
人
材
確
保
、
若
手
教
員
の
育
成
を
は
じ

め
と
す
る
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
、
不
登
校

児
童
数
増
加
等
の
生
徒
指
導
上
の
諸
問
題
へ
の

対
応
、
一
向
に
進
ま
な
い
働
き
方
改
革
や
、
一

人
一
台
端
末
の
持
ち
帰
り
等
を
含
む
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
の
推
進
、
そ
し
て
、
細
か
い
と
こ
ろ

で
言
い
ま
す
と
、
自
転
車
教
室
へ
の
対
応
や
政

令
市
で
あ
る
岡
山
市
の
校
長
の
み
で
構
成
さ
れ

て
い
る
幹
事
団
の
在
り
方
等
が
こ
れ
ま
で
も
校

長
会
で
話
題
に
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
県
内
の
校
長
先
生
方
と
し
っ
か
り
対
話

し
、
そ
の
困
り
感
に
つ
い
て
互
い
に
共
感
し
、

と
も
に
悩
み
、
一
緒
に
考
え
、
次
の
世
代
を
担

う
こ
れ
か
ら
の
校
長
先
生
方
の
た
め
に
、
す
こ

し
で
も
改
善
さ
れ
た
校
長
会
を
つ
く
り
た
い
と

新
会
長
挨
拶

  「
対
話
と
共
感
」
に
よ
る

 

校
長
会
を
目
指
し
て
　

岡
山
県
小
学
校
長
会

　
　
　
　
　

会　

長　

小　

川　

泰　

永
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一　

開
式
の
こ
と
ば

二　

国
歌
演
奏

三　

役
員
紹
介

四　

会
長
挨
拶

五　

感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈

六　

閉
式
の
こ
と
ば

七　

令
和
五
年
度
事
業
報
告

八　

議　
　

事

　
　

第
一
号
議
案

　
　
　

令
和
五
年
度
歳
入
歳
出
決
算

　
　
　
（
一
）
小
学
校
長
会
会
計

　
　
　
（
二
） 

小
・
中
学
校
長
会
連
絡
協
議

会
会
計

　
　
　
（
三
）
監
査
報
告

　
　

第
二
号
議
案

　
　
　

岡
山
県
小
学
校
長
会
規
約
の
改
正

　
　

第
三
号
議
案

　
　
　

令
和
六
年
度
活
動
方
針

　
　

第
三
号
議
案

　
　
　

令
和
六
年
度
事
業
計
画

　
　

第
四
号
議
案

　
　
　

令
和
六
年
度
歳
入
歳
出
予
算

　
　
　
（
一
）
小
学
校
長
会
会
計
等

九　

研　
　

修

　
　
　

「
人
生
一
○
○
年
時
代　

　
　
　
　
　

～
昭
和
に
置
き
忘
れ
て

 
来
た
も
の
？
～
」

　
　

元
山
陽
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
客
員
教
授

 

濱
家
輝
雄 
氏

十　

閉
会
の
あ
い
さ
つ

総
会
・
研
修
会
次
第

倉
敷
・
乙
島
東
小 

山
本　
　

修

倉
敷
・
柏
島
小 

　

矢
吹　

雅
子

倉
敷
・
船
穂
小 

　

風
早　

正
博

倉
敷
・
川
辺
小 

　

福
永　

陽
子

倉
敷
・
箭
田
小 

　

藤
原　

能
成

倉
敷
・
呉
妹
小 

　

角
田　

清
美

浅
口
・
金
光
竹
小 

在
間　

恭
子

浅
口
・
金
光
吉
備
小 

山
下　

哲
也

笠
岡
・
神
内
小 

　

坂
本
留
美
子

笠
岡
・
北
木
小 

　

妹
尾　

清
伸

井
原
・
美
星
小 

　

永
尾　

博
之

総
社
・
阿
曽
小 

　

池
上
宗
一
郎

高
梁
・
巨
瀬
小 

　

矢
田
部　

徹

高
梁
・
宇
治
小 

　

窪
津　

幸
司

新
見
・
刑
部
小 

　

黒
川
一
豊
海

津
山
・
南
小 

　
　

鹿
島　

康
裕

津
山
・
鶴
山
小 

　

髙
山
壮
太
郎

津
山
・
佐
良
山
小 

溝
口　

誠
子

津
山
・
高
倉
小 

　

建
元　

貞
昭

津
山
・
高
野
小 

　

高
岡　

昌
司

津
山
・
加
茂
小 

　

田
村　

智
則

津
山
・
喬
松
小 

　

立
石　

明
美

津
山
・
秀
実
小 

　

山
根　
　

仁

苫
田
・
香
々
美
小 

近
藤　

保
彦

久
米
・
加
美
小 

　

秋
元　

紀
幸

真
庭
・
天
津
小 

　

木
下　

聡
子

真
庭
・
美
川
小 

　

木
村　

好
香

真
庭
・
湯
原
小 

　

岡
本
麻
由
美

美
作
・
美
作
第
一
小 

延
東　

省
典

美
作
・
西
粟
倉
小 

高
本　

英
樹

岡
山
・
伊
島
小 

　

植
山　

智
恵

岡
山
・
福
渡
小 

　

江
原　

知
博

岡
山
・
竹
枝
小 

　

矢
野　

浩
紀

岡
山
・
御
津
小 

　

小
山　

真
二

岡
山
・
五
城
小 

　

古
谷　

浩
子

岡
山
・
足
守
小 

　

福
田　
　

聡

岡
山
・
加
茂
小 

　

北
原　

浩
子

岡
山
・
平
津
小 

　

鳴
川　

功
一

岡
山
・
旭
東
小 

　

延
堂　

雅
美

岡
山
・
開
成
小 

　

水
門
美
穂
子

岡
山
・
千
種
小 

　

岡
㟢
あ
ゆ
み

岡
山
・
平
島
小 

　

小
野
田
美
雪

岡
山
・
政
田
小 

　

鳥
居　
　

真

岡
山
・
芳
田
小 

　

三
村　
　

忠

岡
山
・
浦
安
小 

　

大
西
佐
由
美

岡
山
・
七
区
小 

　

藤
田　

明
美

岡
山
・
興
除
小 

　

吉
田
美
和
子

岡
山
・
彦
崎
小 

　

安
東　

伸
一

岡
山
・
第
二
藤
田
小 

岸
本　

直
子

備
前
和
気
・
東
鶴
山
小 

富
田　

純
子

赤
磐
・
軽
部
小 

　

片
山　

淳
一

瀬
戸
内
・
美
和
小 

　

水
玉　

匠
紀

玉
野
・
日
比
小 

　

片
山　
　

昇

玉
野
・
後
閑
小 

　

竹
林　

京
子

倉
敷
・
帯
江
小 

　

木
谷　

秀
史

倉
敷
・
第
二
福
田
小 

中
桐　

雅
子

倉
敷
・
第
五
福
田
小 

大
内
佐
予
子

倉
敷
・
本
荘
小 

　

田
淵　

啓
友

倉
敷
・
緑
丘
小 

　

河
村　

勝
則

倉
敷
・
上
成
小 

　

平
田　

諭
明

令和６年度　総会・研修会
令和６年５月１4日（火）　ピュアリティまきび

小川泰永会長
挨拶

感謝状並びに記念品贈呈

は
じ
め
ま
し
て新

任
校
長
紹
介

新
任
校
長
紹
介

新
任
校
長
紹
介

新
任
校
長
紹
介

　

本
年
度
も
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
、
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
オ
ン
ラ

イ
ン
方
式
で
「
総

会
・
研
修
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

議
事
の
採
決
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
小

学
校
長
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し

て
、
事
前
に
ウ
ェ
ブ

上
で
採
決
を
と
り
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

講演
濱家輝雄 氏
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令和６年度　岡山県小学校長会役員一覧
※令和６年４月 23 日作成

会　長（１） 小 川 泰 永 岡山・福田 086-282-1136

副会長（４）
藤 原 陽 子 岡山・高島 086-275-0069 金 盛 大 祐 加賀・大和 0866-55-5003

藤 本 由 美 倉敷・連島西浦 086-444-5263 畝 本 昭 則 苫田・南 0868-54-0013

幹事長（１） 小 山 典 子 岡山・東疇 086-282-0900

幹　事（４）
矢 部 晃 章 岡山・西 086-241-0936 八 田 卓 二 岡山・芳泉 086-264-6706

奥 橋 健 介 岡山・吉備 086-293-0002 花 房 明 彦 岡山・野谷 086-294-3609

特任幹事（３）
川 埜 　 誠 瀬戸内・裳掛 0869-25-0234 片 岡 　 学 倉敷・西阿知 086-465-2056

西 村 欣 也 真庭・北房 0866-52-5550

監　査（３）
谷 あ ゆ み 玉野・築港 0863-21-3375 中 山 晶 年 笠岡・新山 0865-65-1011

池 田 　 誉 真庭・富原 0867-46-2004

 表中、〇印は「役員候補者推薦委員」を示す
支部名 会員数 支部長（理事）（20名　＊１名オブザーバー） 理　　　　　事（15名）

岡　山 86
○半 澤 秀 行 鹿 田 小 学 校 086-225-4646 安 東 信 哉 岡山中央小学校 086-234-7750

＊杉 原 光 治 宇 野 小 学 校 086-272-5281 信 江 啓 子 蛍 明 小 学 校 086-295-0142

加　賀 9 　菅野知江美 吉 川 小 学 校 0866-56-7004

備前和気 13 ○吉 田 典 子 西鶴山小学校 0869-66-9273 山 本 和 宏 佐 伯 小 学 校 0869-88-0242

赤　磐 12 　岸 根 昌 昭 石 相 小 学 校 086-957-3026 永井伸一郎 桜が丘小学校 086-995-0035

瀬戸内 9 　大 嶋 陽 一 行 幸 小 学 校 0869-26-2258

玉　野 14 　髙 瀨 修 一 山 田 小 学 校 0863-41-1035 望 月 辰 博 鉾 立 小 学 校 0863-66-5131

倉　敷 61 ○横 溝 敬 司 老 松 小 学 校 086-422-6600
妹 尾 朋 広 旭 丘 小 学 校 086-448-9177

松 山 裕 之 赤 崎 小 学 校 086-472-2311

浅　口 9 　土屋新太郎 里庄東小学校 0865-64-2013 山 下 哲 也 金光吉備小学校 0865-42-2068

笠　岡 14 　佐 藤 公 三 吉 田 小 学 校 0865-65-1015

小　田 7 　片 岡 聖 子 小 田 小 学 校 0866-84-8427

井　原 13 　倉 田 和 彦 出 部 小 学 校 0866-65-0120

総　社 14 ○小 橋 重 一 総社北小学校 0866-94-0350

高　梁 14 　菅 野 秀 昭 有漢東小学校 0866-57-2302 志 田 好 範 川 上 小 学 校 0866-48-2215

新　見 15 　田 邉  　眞 新見南小学校 0867-76-1004 小 松 鉄 治 本 郷 小 学 校 0867-96-2011

津　山 27 ○松 本 　 卓 林 田 小 学 校 0868-22-2764
畝本あゆみ 勝加茂小学校 0868-29-0195

木 村 克 子 広 野 小 学 校 0868-29-1501

苫　田 5 　影 山 典 子 奥 津 小 学 校 0868-52-2734

久　米 7 　山 本 利 香 誕生寺小学校 086-728-2632 藤 原 敬 三 旭 学 園 0867-27-2029

真　庭 21 ○白 石 周 二 落 合 小 学 校 0867-52-0047 木 田 訓 祥 勝 山 小 学 校 0867-44-3141

美  作 12 　熊 谷 美 加 土 居 小 学 校 0868-75-0131 金島久美子 大 原 小 学 校 0868-78-2031

岡山　143 校　　　倉敷　147 校　　　津山　72 校　　　合計　362 校（義務教育学校４校含む）
広報専門委員
（HP担当） 　小 林 圓 裕 真庭・新庄 0867-56-3004 髙 坂 君 一 備前和気・伊里 0869-67-0024
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令和五年度末　岡山県小学校長会退会者名簿

岡
山
・
伊
島
小 

渡
部　

健
治

岡
山
・
福
渡
小 

藤
原　

洋
行

岡
山
・
御
津
小 

西
本　

淳
二

岡
山
・
横
井
小 

泉　
　

利
絵

岡
山
・
足
守
小 

三
宅　

裕
之

岡
山
・
石
井
小 

西
崎　
　

久

岡
山
・
加
茂
小 

黒
田　

和
子

岡
山
・
西
小 

髙
尾　

敏
也

岡
山
・
平
津
小 

古
元　

方
人

岡
山
・
陵
南
小 

山
脇　

幹
子

岡
山
・
旭
東
小 
犬
飼　

建
介

岡
山
・
旭
操
小 
岩
藤　

一
成

岡
山
・
富
山
小 

大
谷　

清
人

岡
山
・
芥
子
山
小 

石
原　

洋
一

岡
山
・
千
種
小 

田
中　

一
史

岡
山
・
平
島
小 

足
羽　

和
明

岡
山
・
七
区
小 

佐
藤　

俊
行

岡
山
・
芳
泉
小 

平
井　

秀
尚

岡
山
・
彦
崎
小 

仁
子　

典
子

岡
山
・
芳
明
小 

赤
松　

昌
子

岡
山
・
山
南
学
園 

松
浦　

敏
之

備
前
和
気
・
伊
部
小 

笠
原　

智
彦

備
前
和
気
・
東
鶴
山
小 

杉
本　

弥
生

備
前
和
気
・
和
気
小 

森　
　

尚
紀

玉
野
・
田
井
小 

板
倉　
　

宏

玉
野
・
荘
内
小 

小
原
小
百
合

倉
敷
・
万
寿
小 

井
上　

義
一

倉
敷
・
葦
高
小 

藤
井　
　

朗

倉
敷
・
中
洲
小 

岡
田　

浩
之

倉
敷
・
帯
江
小 

洲
脇　

俊
介

倉
敷
・
庄
小 

妹
尾　

俊
伸

倉
敷
・
第
五
福
田
小 

矢
延　

真
里

倉
敷
・
本
荘
小 

角
南　

方
敏

倉
敷
・
緑
丘
小 

河
合　

重
人

倉
敷
・
琴
浦
西
小 

高
橋　

宏
徳

倉
敷
・
玉
島
小 

髙
木　

盛
雄

倉
敷
・
乙
島
小 

塩
㟢　

弘
之

倉
敷
・
柏
島
小 

三
宅　

貴
恵

倉
敷
・
沙
美
小 

市
川
か
お
り

倉
敷
・
船
穂
小 

萱
嶋　

淑
美

浅
口
・
金
光
竹
小 

岸　
　

誠
一

浅
口
・
金
光
吉
備
小 

井
須　

信
治

浅
口
・
六
条
院
小 

三
谷　

貞
女

笠
岡
・
中
央
小 

佐
藤　

琢
夫

笠
岡
・
神
内
小 

三
島　

博
子

総
社
・
新
本
小 

森
木　

浩
介

新
見
・
思
誠
小 

佐
々
木
謙
二

新
見
・
高
尾
小 

金
森　
　

誠

津
山
・
西
小 
　

尾
崎　

文
雄

津
山
・
新
野
小 

井
上　

達
也

苫
田
・
大
野
小 
松
本　

征
史

苫
田
・
香
々
美
小 
小
渕　

正
治

久
米
・
弓
削
小 

青
木　

由
佳

久
米
・
加
美
小 

梶
並　

裕
子

久
米
・
柵
原
東
小 

御
藤　

博
司

真
庭
・
美
川
小 

西
山　

恵
子

真
庭
・
遷
喬
小 

金
田　
　

司

美
作
・
美
作
北
小 

赤
畑
さ
と
み

美
作
・
勝
間
田
小 

松
永　

匡
人

美
作
・
奈
義
小 

井
上　

吉
和

お世話になりましたお世話になりましたお世話になりましたお世話になりました

夢
や
希
望
あ
ふ
れ
る
学
校
に

岡
山
県
小
学
校
長
会

前
副
会
長

�

板　

倉　
　
　

宏

　
「
夢
は
追
い
か
け
れ
ば
つ
か
ま
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
」
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
特
集
さ
れ
て
い

た
徳
永
さ
ん
と
い
う
漁
師
さ
ん
の
言
葉
で
す
。

　

徳
永
さ
ん
は
番
組
放
送
当
時
五
十
九
歳
で
、

そ
の
数
年
前
ま
で
、
暇
な
と
き
に
は
目
的
も
な

く
遊
び
ま
わ
る
だ
け
の
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
自
分
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
た

時
に
、
フ
ジ
コ
・
ヘ
ミ
ン
グ
さ
ん
が
「
ラ
・
カ

ン
パ
ネ
ラ
」
と
い
う
曲
を
演
奏
し
て
い
る
番
組

を
偶
然
見
た
の
で
す
。
そ
の
演
奏
に
衝
撃
を

受
け
た
徳
永
さ
ん
は
「
自
分
で
も
弾
い
て
み
た

い
。
」
と
い
う
「
思
い
」
を
も
ち
ま
し
た
。
し

か
し
、
徳
永
さ
ん
は
ピ
ア
ノ
の
経
験
が
な
く
、

楽
譜
も
読
め
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
こ
の
曲
は
プ

ロ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
弾
く
の
が
難
し
い
と
さ

れ
て
い
る
曲
な
の
で
す
。
そ
れ
で
も
、
「
弾
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
。
」
と
い
う
「
思
い
」
は

強
く
、
そ
れ
か
ら
七
年
間
、
毎
日
八
時
間
の
猛

特
訓
を
続
け
、
つ
い
に
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
人
は
、
強
い
思
い
が
あ
れ
ば
、
頑
張

れ
る
。
夢
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
徳
永
さ
ん
の
こ
と
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
も
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や
目
標
を
も

ち
、
自
分
た
ち
の
未
来
に
明
る
い
希
望
が
も
て

る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
校
長
先
生
方
の
ご

健
康
と
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
務
局
日
誌

四
月　

五
日　
　

①
幹
事
会

四
月
一
五
日　
　

②
幹
事
会

四
月
一
六
日　
　

会
計
監
査　
　

四
月
二
三
日　
　

①
役
員
候
補
者
推
薦
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

①
理
事
会

五
月
一
○
日　
　

③
幹
事
会

五
月
一
四
日　
　

 

岡
山
県
小
学
校
長
会
総
会
・

研
修
会
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
オ

ン
ラ
イ
ン
）

五
月
一
五
日　
　

①
小
・
中
協
事
務
局
会

五
月
一
七
日　
　

①
研
修
・
広
報
部
会

五
月
二
一
日　
　

①
小
・
中
協
幹
部
・
理
事
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

①
小
・
中
協
各
委
員
協
議
会

五
月
二
四
日　
　

全
連
小
総
会
・
研
修
会

六
月　

三
日　
　

全
連
小
事
務
担
当
者
会

六
月
一
○
日　
　

④
幹
事
会

六
月
一
四
日　
　

②
小
・
中
協
各
委
員
協
議
会

六
月
一
八
日　
　

研
究
大
会
分
科
会
中
間
研
修
会

六
月
二
七
日　
　

①
支
部
長
会

七
月　

二
日　
　

全
連
小
広
報
担
当
者
会

七
月
一
六
日　
　

⑤
幹
事
会

あ
と
が
き

　

学
び
に
向
か
う
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
。

そ
の
た
め
の
充
実
し
た
学
習
活
動
や
、
温
か
く

安
全
な
環
境
の
た
め
に
、
様
々
な
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
工
夫
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う

に
す
べ
き
な
の
か
。
広
く
多
く
の
方
と
の
情
報

交
換
や
協
議
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

県
校
長
会
で
は
先
生
方
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
な
情
報
発
信
を
会
報
や
Ｈ
Ｐ
等
で
行
っ
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

（
広
報
理
事　

安
東
信
哉
）

先
輩
か
ら
の
一
言


